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東ひ
が
し島じ
ま城
跡　

秋
葉
区
東
島

　

東
島
城
跡
は
、
新
津
丘
陵
の
北
部
に
あ
る
山
城
で
あ
る
。
範
囲
は
東
西
約

四
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
標
高
約
三
〇
メ
ー
ト
ル

か
ら
一
〇
七
メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
空か

ら

堀ぼ
り

や
平へ

い

坦た
ん

面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
北
側

は
ゴ
ル
フ
場
建
設
の
際
に
破
壊
さ
れ
残
っ
て
い
な
い
。
東
島
城
跡
の
近
く
に

は
「
城

じ
ょ
う

ヶが

平ひ
ら

」「
城し

ろ

見み

山や
ま

」「
城し

ろ

ノの

腰こ
し

」
と
い
っ
た
小
字
名
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
こ
の
辺
り
に
戦
国
時
代
の
有
事
の
際
に
籠ろ

う

城じ
ょ
うし

た
山
城
が
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
島
城
跡
の
あ
る
山
は
、
通
称
「
要
害

山
」「
城
山
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

東
島
城
跡
の
発
掘
調
査
は
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
新
津
市
教
育
委

員
会
が
二
度
行
っ
た
。
し
か
し
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
（
平
安
時
代
〜

鎌
倉
時
代
）
の
木
炭
窯
や
製
鉄
に
関
連
す
る
も
の
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
が
、

山
城
に
関
係
す
る
郭く

る
わの
造
成
痕こ

ん

跡せ
き

や
戦
国
時
代
の
遺
物
は
な
か
っ
た
。

　

東
島
城
跡
の
北
西
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
平
場
に
程
島
館
跡
（
程
島
）、

さ
ら
に
北
西
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
新
津
城
跡
（
山
谷
町
二
丁
目
）
が
ほ
ぼ

直
線
状
に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
城
館
跡
は
、
い
ず
れ
も
中
世
に
新
津
地

図42　城跡の位置
５万分１地形図「新津」図43　東島城跡遠景
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域
に
勢
力
を
有
し
た
新
津
氏
に
関
係
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
新
津
城
跡
は
平
場
の
居
館
、
程
島
館
跡
は
背

後
の
東
島
城
跡
の
控
え
の
館
と
い
う
性
格
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
立
地
か
ら
す
る
と
東
島
城
跡
は
、

戦
乱
時
の
要
害
だ
け
で
は
な
く
、
東
島
か
ら
五
泉
・
安
田
方
面
へ
と
通
じ
る
山
道
の
監
視
の
役
割
も
果
た
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

東
島
城
跡
へ
は
新
津
方
面
か
ら
、
県
道
新
津

－

小
須
戸
線
の
東
島
交
差
点
か
ら
五
泉
方
面
へ
約
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
進
む
と
左
折
し
て
秋
葉
公
園
へ
と
続
く
道
が
あ
り
、
こ
の
角
を
左
折
し
て
す
ぐ
の
右
手
に
登
り
口
の
標
柱

が
あ
る
。
こ
の
登
り
口
か
ら
登
る
と
、
や
や
急
な
斜
面
が
続
き
、
や
が
て

二
の
丸
跡
と
さ
れ
る
平
坦
面
が
広
が
る
。
こ
こ
か
ら
は
緩
や
か
な
斜
面
に

な
り
、
や
が
て
山
頂
に
達
す
る
。
山
頂
に
は
本
丸
跡
と
考
え
ら
れ
る
一
〇

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
弱
の
平
坦
面
が
あ
り
、
こ
の
西
南
側
に
は
土
塁
が
築

か
れ
て
い
る
。
南
東
へ
伸
び
る
尾
根
に
は
空
堀
が
二
条
連
続
し
、
こ
の
先

に
は
さ
ら
に
一
条
の
空
堀
が
残
っ
て
い
る
が
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
以
前
は
こ

れ
に
続
い
て
さ
ら
に
二
条
の
空
堀
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
南
東
斜
面
に
は

無
数
の
階
段
状
に
削
平
さ
れ
た
平
坦
面
が
残
る
。

　

東
島
城
跡
は
、
昭
和
六
十
（
一
九
八
五
）
年
に
新
津
市
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
、
新
潟
市
の
史
跡
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

図44　山城遺構　伊藤正一氏作図


